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青森県社会保険労務士会　
会長　葛　西　一　美　

　新年明けましておめでとうございます。

　会員の皆様におかれましては、穏やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　さて、この１年も新型コロナウィルスの感染に振りまわされた年でありましたが、各委員会

の皆様のご協力で各事業終了へ向けて順調に進んでおります。委託事業の青森労働局関係では

働き方改革推進支援事業も予定どおり進んでおり、次年度も引き続き入札に参加する準備を進

めております。

　本年12月には、昭和43年に社会保険労務士法が制定・施行されてから55周年を迎えることか

ら、記念事業の実施を予定しております。また、社会保険労務士制度の更なる発展を目指して、

第９次社会保険労務士法改正を政治連盟の協力を得て取り組みを進めていきたいと思います。

さらに、近年事業環境が急激な変化と新たな局面に対応した社会保険労務士業務の推進に関す

る事業として、連合会はデジタル化推進に関する事業を全力で実施する予定です。

　また、会員主体で経営しております青森ＳＲ経営労務センターは、現在任意団体で運営して

おりますが、令和５年度は協同組合としてしっかりした団体に移行するため現在準備を進めて

おりますので、ご協力の程お願いいたします。

　大学院の関係でありますが、引き続き青森中央学院大学と弘前大学に対して会員を推薦して

いきたいと思っております。今後は各大学に対して、社会保険制度の魅力を伝えることにより、

社会保険労務士試験受験層のうち大学生の割合を現在の１％台から、速やかに10％程度まで高

めていくための支援をしたいと思います。

　本年も社会保険労務士法55周年記念事業、社会保険労務士法改正、そして県会事業を確実に

実施するため会員の皆様のご支援をいただきますよう、よろしくお願いいたします。

　結びに、今年１年が会員の皆様にとって、より良い年となることをご祈念申し上げ、新年の

ご挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ
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全国社会保険労務士会連合会　
会長　大　野　　　実　

　会員の皆様におかれましては、健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、
平素から当連合会の事業活動に深いご理解をいただいておりますことに心より感謝申し上げま
す。
　さて、昨年を振り返りますと、政府においては「新しい資本主義」の理念のもと「成長と分
配の好循環」を目標としたさまざまな施策の実現が図られてきました。
　「新しい日常」と「新しい生活様式」が掲げられ、それらに対応した働き方として、「DX（デ
ジタルトランスフォーメーション）」の推進によるリモートワークをはじめとする柔軟な働き方
がより一層進展した一年であったと感じております。
　一方で、コロナ禍における支援について、本年は「Beyond CORONA with You」を標榜し、
新たなステージとして事業展開を図ってまいります。
　同時に、全国約４万５千人の会員の皆様とともに、「働き方改革」を超えた「働きがい改革」
を提唱することにより、「一人ひとりが働きやすい環境づくり」を通して、新しい時代に「より
前向きに働きたいと思える職場づくり」の支援も進めてまいりたく存じます。
　また、「ビジネスと人権」の理念に関する意識が高まっていることを受け、昨年12月に「全国
社会保険労務士会連合会　人権方針」を策定し、広く社会に発信いたしました。
　各企業においても、サプライチェーンも含め、人権尊重を求める動きが広がり、企業におけ
る「ヒト」に対する考え方が「コスト」から「資本」へと大きく転換しつつあります。
　こういったことから、企業の持続的な企業価値向上の取組みとして、財務の視点を超えた「人
的資源」の考え方について、人材育成方針、男女別賃金、女性管理職比率等の非財務の視点に
よる「人的資本」、いわば「人材のマネジメント＝経営労務管理」の重要性が社会的に問われる
こととなりました。
　我々社労士は、この大きなテーマの実現に向けて、コーポレートメッセージである「人を大
切にする企業」づくりから「人を大切にする社会」の実現へという使命を改めて強く意識し、
取組みを積極的に進めてまいります。
　本年は社労士制度創設55周年となる節目の年となります。
　振り返りますと、社会保険労務士法が制定された当時は、まさに高度経済成長期のなかにあり、
労務管理・労働社会保険諸法令に関する国家資格者の誕生は時代の要請にかなうものでありま
した。
　時を経て、社労士制度は諸先輩方の多大なるご尽力のもと、幾度の法改正を重ねるとともに、
法に定められている社会的使命を着実に実行し、国民のみなさまの期待に応えてまいりました。
今後も士業として一層信頼される制度となるべく、会員のみなさまとともに気持ちを引き締め
て各種事業に取り組む所存でございます。
　結びに、年頭にあたり本年が皆様にとって実り多き一年になりますことを祈念申し上げ、ご
挨拶といたします。
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青森労働局　　　　　　　　
局長　高　橋　　　洋　

　新年あけましておめでとうございます。

　青森県社会保険労務士会並びに会員の皆様方におかれましては、平素より労働行政の推進に

あたり、格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症や物価上昇により、企業において厳しい経営環境が続く中、会員

の皆様におかれましては、企業に対する雇用調整助成金等の各種コロナ支援措置への対応にご

協力いただき感謝申し上げます。

　また、貴会におかれましては、昨年度から引き続き「青森働き方改革推進支援センター」の

運営を通じて、県内企業における働き方改革の実現に向けご尽力いただきありがとうございま

す。これに加え、昨年４月以降、パワーハラスメント防止措置義務適用の拡大や改正育児・介

護休業法による産後パパ育休制度の導入など、企業が講ずべき措置について大きな制度の見直

しがあり、引き続き周知・啓発を図っていく必要がありますので、ご協力方よろしくお願い申

し上げます。また、政府方針を踏まえ、企業におけるデジタル人材を育成するため、人材開発

支援助成金に「人への投資促進コース」が創設されましたので、その活用勧奨についても進め

てまいる所存です。

　さらに、労働保険の電子申請やハローワークインターネットサービスを利用したオンライン

求人提出「求人者マイページ」の普及促進など、会員の皆様に御協力いただき、着実に実績が

向上しています。引き続き、国民の利便性向上のため、行政手続きのデジタル化推進について

御協力をお願い申し上げます。

　今年は、新型コロナウイルス感染症が収束し、青森県においてさらに経済活動が活発化する

ことを祈念しております。最後になりますが、貴会並びに会員の皆様方の益々の御発展と御健

勝を祈念いたしまして、新年のごあいさつとさせていただきます。



青森県社会保険労務士会会報（5）　令和５年２月号 第146号

　青森県会では、今年度の社労士制度推進月間の周知広報活動は、「すべての働く人へ、社労士

という選択。」というキーワードを冠したオリジナルの広告チラシを作成し、商工会議所、商工会、

関係行政官庁、会員の皆様を通して関与先等へ配布することをメインの取り組みとして行いま

した。併せて、広告チラシのビジュアルを活用し、FacebookとInstagramのターゲティング広

告を社労士の日である12月2日から年末にかけて重点的に行い、Googleの検索広告も試験的に実

施しました。また、青森県会のHPでは、広告チラシの内容、連合会の動画や会員名簿を簡単に

見ることができる特設ページを開設しました。

　これらの広告展開は、社労士の理念や業務内容を広く知ってもらい、社労士の認知度を高め

ることだけでなく、広告チラシのQRコードやWEB広告のクリックで青森県会のHPに誘導する

ことにより、青森県会の事業や会員名簿を目にしてもらうこと目的としました。今後、今年度

のWEB広告の効果測定結果を検証し、今までに行ってきた様々な媒体の広告と比較検討しなが

ら、来年度においてより効果的な周知広報活動を行っていきたいと考えています。

　また、青森県会では、働き方改革推進支援事業の広報活動として東奥日報社とのタイアップ

記事「短命県返上キャンペーン」において令和４年11月27日に「健康で働きやすい環境づくり」

及び同年12月23日に「心身ともにいきいき働きやすい環境整備を」を寄稿し、青森県会と青森

働き方改革推進支援センターのPRを行いました。さらに、街角の年金相談センター青森オフィ

スの周知と利用促進のためのラジオCMを令和４年７月から12月まで放送しました。

　広報委員会は、社労士制度55周年となる来年度も引き続き「人を大切にする企業づくり」の

意義と必要性を社会に浸透させ、その支援を通じて社労士の存在をアピールすべく広報活動を

続けていきますので、ご協力をよろしくお願いします。

社労士制度推進月間の広報活動等について 
社労士制度推進月間の広報活動等について 
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社労士という選択。」というキーワードを冠したオリジナルの広告チラシを作成し、商

工会議所、商工会、関係行政官庁、会員の皆様を通して関与先等へ配布することをメイ
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これらの広告展開は、社労士の理念や業務内容を広く知ってもらい、社労士の認知度

を高めることだけでなく、広告チラシの QR コードや WEB 広告のクリックで青森県会の

HP に誘導することにより、青森県会の事業や会員名簿を目にしてもらうこと目的とし

ました。今後、今年度の WEB 広告の効果測定結果を検証し、今までに行ってきた様々な

媒体の広告と比較検討しながら、来年度においてより効果的な周知広報活動を行ってい

きたいと考えています。 

また、青森県会では、働き方改革推進支援事業の広報活動として東奥日報社とのタイ

アップ記事「短命県返上キャンペーン」において令和４年 11 月 27 日に「健康で働きや

すい環境づくり」及び同年 12 月 23 日に「心身ともにいきいき働きやすい環境整備を」

を寄稿し、青森県会と青森働き方改革推進支援センターの PR を行いました。さらに、

街角の年金相談センター青森オフィスの周知と利用促進のためのラジオ CM を令和４年

７月から１２月まで放送しました。 

広報委員会は、社労士制度 55 周年となる来年度も引き続き「人を大切にする企業づ

くり」の意義と必要性を社会に浸透させ、その支援を通じて社労士の存在をアピールす

べく広報活動を続けていきますので、ご協力をよろしくお願いします。 
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日　　時：令和４年12月12日㈪　9：50 ～ 16：30（研修内容①②）

　　　　　令和４年12月13日㈫　9：00 ～ 12：00（研修内容③）

配信会場：ホテル青森３階「孔雀の間」

研修内容：①「発達障害の基礎知識と支援制度」

　　　　　　講師：青森県発達障害支援センター「ステップ」

　　　　　　　　　副主任支援員　外崎　葵　氏

　　　　　　　　　支　  援  　員　成田　成美　氏

　　　　　②「発達障害者の労務管理について」

　　　　　　講師：合同会社ロハスオフィス　代表社員兼会長兼ＣＥＯ

　　　　　　　　　産業医　関谷　剛　氏

　　　　　③「ＬＧＢＴの労務管理について」

　　　　　　講師：こすぎ法律事務所　弁護士　内田　和利　氏

令和４年度北海道・東北地域協議会主催
３号業務研修会（Ｗｅｂ併用開催）

合同会社ロハスオフィス
代表社員兼会長兼CEO
産業医　関谷　剛　氏

こすぎ法律事務所
弁護士　内田　和利　氏

【ｲﾒｰｼﾞ】案 
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令和４年度北海道・東北地域協議会主催 

３号業務研修会(Ｗｅｂ併用開催） 
日  時 ： 令和４年12月12日(月) 9:50～16:30（研修内容①②） 

令和４年12月13日(火) 9:00～12:00（研修内容③） 

配信会場 ： ホテル青森３階「孔雀の間」 

研修内容：①「発達障害の基礎知識と支援制度」 

講師：青森県発達障害支援センター「ステップ」 

副主任支援員 外崎 葵 氏 

支援員 成田 成美 氏 

     ②「発達障害者の労務管理について」 

講師：合同会社ロハスオフィス 代表社員兼会長兼ＣＥＯ 産業医 関谷 剛 氏 

     ③「ＬＧＢＴの労務管理について」 

講師：こすぎ法律事務所 弁護士 内田 和利 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合同会社ロハスオフィス 

代表社員兼会長兼ＣＥＯ 

産業医 関谷 剛 氏 

こすぎ法律事務所 

弁護士 内田 和利 氏 
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　日頃から支部会員のためにご尽力いただいている県会６支部の支部長に感謝を込めてクローズ
アップします。今回は五所川原支部　山崎　博見　支部長にお話を伺いました。

Ｑ１．　社会保険労務士という職業を選択されたきっかけをお聞きしてよろしいですか？
Ａ１．⇒開業する前に勤めていた会社で読んだ会報誌に社会保険労務士資格の事が書かれており、
　　　　ちょうど総務関係の業務をしていたので受験してみようと思いました。そして、合格してか
　　　　ら勤務社会保険労務士として数年仕事をしていると先輩の社会保険労務士から「早く開業し
　　　　ろ」と言われ退職し開業しました。

Ｑ２．　社会保険労務士をする前はどのようなことをしていましたか？
Ａ２．�⇒社会福祉法人で総務、主として会計と庶務の仕事をしていました。

Ｑ３．　事務所で取り組んでいることやこれから取り組もうとしていることはありますか？
Ａ３．⇒特になく現状維持です。きちんと現状維持ができなければ先にも進めないと思っているか
　　　　らです。

Ｑ４．　コロナ禍での業務は大変だったと思いますがどうでしたか？
Ａ４．⇒突然大量の仕事（雇用調整助成金等）が発生して大変でした。お客様との対面も感染の心
　　　　配がありましたが今のところ大丈夫です。

Ｑ５．　業務に関して悩んでいることはありますか？
Ａ５．⇒あまり悩みを持ちたくない性格なので特にありません。

Ｑ６．　いつも何時から何時くらいまで仕事をしていますか？
Ａ６．⇒午前９時30分頃から午後７時頃まで仕事をしていることが多いです。たまに午後７時以
　　　　降にも仕事していることがあります。

Ｑ７．　最後に趣味と一仕事終えた時のご褒美をお聞かせください。
Ａ７．⇒趣味と言えるのかわかりませんが、業界用語で言うと空物ラジコンをやっています。私は
　　　　空物の中でもラジコンヘリコプターを操縦するのが好きで時間があれば飛ばしています。
　　　　飛ばしているとはかっこいいですが、たまに墜落するので心が痛む趣味です（笑）
　　　　一仕事終わったら甘いものとお酒をたしなむのが自分へのご褒美です。

（担当：五所川原支部　川口　大輔）

クローズアップ支部長
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事務所訪問

―開業の経緯
　一度は普通の中小企業に正社員として勤務したものの、給料もイマイチで激務であったため1
年程度で退職。社会の厳しさを知ることになりました。生活のためにその後は色々な会社に勤
め社会経験を積みました。その中で従業員として定年まで過ごすよりも自分で起業し社会のた
めになることがしたいと思うようになったのがきっかけとなりました。
　一番低コストでリスクが少なく開業できる業種は士業ではないかと思い込み、後先考えずに
とりあえず会社の休みや寝る前、朝によく勉強したことを覚えています。受験は４回ほど挑戦し、
開業資金も貯めつつなんとか合格できました。あきらめなくて本当によかったと感じた瞬間で
した。今では通勤もなく電子申請も普及しており自分に合った事業形態だと思っています。

―開業後
　無謀にも経験なしで開業してみましたが、当然最初はなかなか仕事にありつけず苦労しまし
た。社労士の最初の仕事は年金事務所の相談員でした。WM（ウィンドマシン）の意味すら知
らずOSのウィンドウズと勘違いしていたことを勤務日初日に知ることになり冷や汗をかきなが
ら必死に覚えた記憶があります。現在でも相談員は続けており改正事項、知識の研鑽に追われ
る日々となっていますが、おかげさまで現在では年金は得意になりました。
　平成25年に開業して気が付けば10年経過し11年目を迎えることができました。結婚もするこ
とができ子供も３人授かり忙しくも幸せな日々を送っています。士業の仕事は自分に合ってい
ると思っています。次の10年でどのように成長するか目標を決めようと思います。ぼんやりと
した目標ですが「新しい事務所を建てる」これが当面の目標です。

―趣味
　完全なインドア派です。異世界転生物のアニメが大好で、寝る前にアベマTVをよく視聴しま
す。最近では外にでることも多くなり、昨年の夏場にはキャンプブームに乗っかりテント、ター
プ、その他細かいギアを購入し、週末には自宅の庭で設置の練習、炊事、宿泊を何度かシュミュ
レーションしました。つがる市のとあるキャンプ場で本番をしたところ、大成功し、家族も喜
んでくれました。今年もまた行きたいと考えています。

―あとがき
　節電に努めたものの令和5年1月分の電気代が高騰し、ひと昔前のオール電化の我が家ではな
んと1か月11万円ととんでもない金額となりました。早急に対策を講じないといけないと考えて
います。蓄熱暖房が原因と思われますが、なにかいい方法、情報があればどなたかご教示下さ
ると助かります。

今回の事務所訪問は弘前支部の鈴木清公さんにお伺いしました。

鈴木社会保険労務士事務所
〒036－0507　黒石市大字西馬場尻字派村23　TEL：0172－53－3465　FAX：0172－53－3466
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支 部 の 活 動 報 告
青 森 支 部
〇令和４年度第２回研修会（Ｗｅｂ）

日　時：令和４年10月28日（金）
　　　　13：00 ～ 16：00
場　所：青森県社会保険労務士会館会議室
参加者：57名
演　題：「実務上よくあるご相談事例への対処法」
　　　　講師：寺前総合法律事務所
　　　　　　　弁護士　岡崎　教行　氏

〇令和４年度第５回役員会
日　時：令和４年10月28日（金）
　　　　11：00 ～ 12：00
場　所：青森県社会保険労務士会館会議室
出席者：９名
議　題：①連絡・報告等について
　　　　②第３回研修会について
　　　　③次回第７回役員会について

十 和 田 支 部
〇士業合同無料相談会

日　時：令和４年10月１日（土）
　　　　10：00～15：00
場　所：イオンスーパーセンター十和田
　　　　専門店街空きブース
内　容：雇用・年金等の相談対応
　　　　（支部会員２名派遣）

〇令和４年度第１回研修会
日　時：令和４年10月19日（水）
　　　　10：00 ～12：15 
場　所：サンロイヤルとわだ研修室
参加者：12名
演　題：
①「管内における監督・指導事案及び割増賃金
　　率引き上げへの対応～社会保険労務士が
　　押さえておくべきポイント～」
　　講師：十和田労働基準監督署
　　　　　署長　山脇　雅史　氏
②「令和４年度法律改正について」
　　講師：八戸年金事務所　お客様相談室
　　　　　室長代理　桐原　自然　氏
③「短時間労働者の適用拡大について」
　　講師：八戸年金事務所　厚生年金適用調査課
　　　　　課長　中野　嗣也　氏

五所川原支部
〇令和４年度第１回研修会

日　時：令和４年11月24日（木）
　　　　13：30 ～15：40 
場　所：五所川原市民学習情報センター
参加者：５名
演　題：①「過労死防止対策等について」
　　　　　講師：五所川原労働基準監督署
　　　　②「雇用保険等について」
　　　　　講師：五所川原公共職業安定所
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　会報「社労士　青森」がさらに身近に感じられ、興味を持っていただけるよう、表紙に掲載
する写真を、会員の皆様から募集します。県内の景勝地、お祭りや季節の風景など、あなたの
とっておきの一枚をお送りください。なお、応募多数の場合は、事務局が選考のうえ決定いた
します。表紙には、ご応募いただいた会員のお名前と支部名を掲載します。
皆様のご応募をお待ちしています。

<応募方法>
　写真を添付又は同封のうえ、県会事務局まで、メールもしくは郵送で送付下さい。
　※県会事務局メールアドレス　jimukyoku@sr-aomori.info
　※人物が写っている場合は、本人の承諾をいただくなど個人情報の取り扱いにご注意ください。
　　その他、著作権、肖像権を侵害することがないようお願いします。

「社労士 青森」表紙の写真を募集します♪

　今年度より、北海道・東北地域協議会所属の各会の研修会を共有することとなり、研修案内
が届き次第、当会ホームページの会員専用ページ「会員へのお知らせ」へ研修案内を随時掲載
しております。
　ぜひご確認ください。

～研修委員会からのお知らせ～

こちらのページに随時掲載いたします。
※�会員専用ページのユーザーＩＤとパスワードは、

当会研修会案内に記載しております。
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【審議事項】
　１　令和４年度事業中間報告書に関する件
　２　令和５年度事業計画（案）に関する件
　３　その他各単会会長からの提案・協議事項に
　　　関する件

【審議事項】
　１　地域協議会及び各道県会における研修会等
　　　の連携に関する件
　２　各単会からの提案事項・協議事項に関する件
　３　その他

【報告事項】
　１　全国社会保険労務士会連合会からの報告
　２　連合会各委員会委員からの報告

【審議事項】
　１　当面の諸問題について
　２　その他

【審議事項】
　１　令和５年度契約に向けた課題等
　　　（年金相談窓口等の運営業務）
　２　令和４年度日本年金機構による
　　　外部委託監査結果
　３　街角の年金相談センター諸規程の
　　　一部改正（案）
　４　令和４年度街角の年金相談センターの
　　　事業状況等
　５　その他

令和
４年度

北海道・東北地域協議会
秋季会長会議
日時／令和４年11月11日（金）
　　　13：40 ～ 15：00
場所／ホテルメトロポリタン山形
　　　（山形県）

県会
通信

令和
４年度

北海道・東北地域協議会
秋季定例会議
日時／令和４年11月11日（金）
　　　15：10 ～ 17：00
場所／ホテルメトロポリタン山形
　　　（山形県）

令和
４年度

北海道・東北地域協議会
臨時会長会議
日時／令和４年12月12日（月）
　　　16：30 ～ 17：30
場所／ホテル青森（青森県）

令和
４年度

街角の年金相談センター
運営部長会議
（拡大・Ｗｅｂ会議）

日時／令和４年12月19日（月）
　　　14：30 ～ 16：30
場所／青森県社会保険労務士会館会議室
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令和４年10月１日現在会員数
支部名

会員種別 青　　森 弘　　前 八　　戸 む　　つ 十 和 田 五所川原 合　　計

開　　　業 56 28 38 9 23 10 164
非　開　業 14 8 13 1 1 1 38
合　　　計 70 36 51 10 24 11 202

【入　会　者】
氏　　名 種　別 入会日 住　　　　　　　所 TEL / FAX

小
オ

沢
ザワ

　誠
マコト

（青森支部）
開業 R4.11.1 小沢まこと社会保険労務士事務所

〒030－0915　青森市小柳５丁目15－11 017－744－9069

鳴
ナル

海
ミ

　公
コウ

史
ジ

（青森支部）
非開業 R4.11.15 株式会社青森銀行

〒030－0823　青森市橋本１丁目9－30 017－777－1111

上
ウエ

村
ムラ

　真
マ ユ ミ

由美
（八戸支部）

非開業 R4.12.1 医療法人社団豊仁会八戸城北病院
〒039－1165　八戸市石堂１丁目14－14 0178－20－2222

【諸　変　更】
氏　　　名 変　　　　更　　　　内　　　　容

岸　優花
事務所の所在地 〒039－1166　八戸市根城５丁目14-24
事務所のＦＡＸ番号 0178－24－2587

境　　宙 種 別 非開業（勤務・青森支部）→ 非開業（その他・弘前支部）

今後の研修予定
令和４年度第３回研修会
　日時：令和５年３月９日（木）13：30 ～ 17：00
　場所：ホテル青森３階「はなますの間」

委託事業にご協力いただいている会員の皆様へ（お願い）
　青森銀行とみちのく銀行の合併に先立ち、店名・店番号が随時変更されております。
　振込先が変更になった場合は、恐れ入りますが銀行より送付されます【取引銀行の「店
名・店番号」変更のお知らせ】に新しい振込先を明記の上、青森会事務局までご提出くだ
さいますよう、よろしくお願いいたします。
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（青森支部）
小沢　誠

　令和２年３月に青森労働基準監督署長を定年退職してから、県会で委託事業を
担当させていただいております。本年度は青森働き方改革推進支援センター長と
して、働き方改革の取組を進めている中小企業への支援を会員皆様の協力をいた
だいて進めております。
　これまで週末は自宅に籠っていたので、試験終了後各地を出歩いて写真撮影、
道の駅散策などしています。若葉マークの社労士ですので、諸先輩のアドバイス
をいただいて経験を積みたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

（青森支部）
鳴海　公史

　昨年度の試験に合格し、今回入会させていただきました鳴海公史と申します。
勤務先の人事部門にいた際に社労士の世界に興味も持ち、今に至ります。現在は
直接労務関係の仕事に携わっていませんが、入会することで得た知識をブラッ
シュアップして今後に活かしていきたいと思っておりますので、よろしくお願い
します。
　趣味はウォーキングです。近くの合浦公園で海を眺めながら歩くのが好きです。

（八戸支部）
上村　真由美

　非開業会員として登録させていただきました上村真由美と申します。
　職場では経理と給与、社会保険関係の業務を担当しています。社労士を志した
きっかけは、職員が大病や障害を負った場合傷病手当終了後どうなって行くのか
アドバイス出来ない自分に力不足を感じたからです。社労士になったらやりたい
事がありましたが、勤務する職場の職員が職務に専念できるよう、また会社に貢
献できるよう縁の下の力持ちとなって頑張って行きたいと思っております。
　ご指導のほどよろしくお願います。

　新年あけましておめでとうございます。
　今年も厳しい寒さが続いています。私はかつて、「暑さには弱

いが、寒さには強い！」と「冬の強さ」について吹聴していたのですが、最近は寒さを感
じることが多くなりました。
　脂肪は増えても、「暑さにも弱いが、寒さにも弱い」と、なんとも情けない状況になっ
てしまっています。
　時の流れについていくので精一杯ですが、新たなことにもチャレンジする意気込みは常
に持ち続けていきたいと考えています。

（工藤大輔）

　今年度も残すところわずかとなりました。社労士会の諸活動は、全て会費で成り立って
いますので、皆様の早期納入をお願い致します。

未納会費の納入をお願いします


